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私は，高校生の時にBSEや鳥

インフルエンザなどの話題が新聞

やテレビのニュースを連日賑わし

ているのを見て，感染症が世間に

与える影響はとても大きいもので

あると感じた．そこから感染症に

興味を持ち，海外から日本への伝

染性疾病の侵入を監視するような

検疫の仕事をしたいと思い，獣医師を志した．

獣医師の仕事は多岐にわたっており，大学では様々な

分野の講義や実習がある．基礎系の科目から小動物，大

動物臨床など幅広く学んでいるが，どの分野も奥が深

く，それぞれに興味が湧き獣医学というものは面白いと

感じている．そして，それを専門として働けることは素

晴らしいことであり，獣医師というものはとてもやりが

いのある仕事であると思っている．

一般的に，世間の人々は獣医師というと犬・猫といっ

た小動物の医療を思い浮かべることが多いだろう．その

ため，大学で獣医学について勉強していると言うと，

「犬とか治すなんてすごいね．」「動物病院を開くの？」

などと聞かれる．そのため，将来は小動物の獣医師には

なるつもりはなく，感染症の研究をしたいと説明する

と，相手は興味が無くなりそこで会話が終わってしま

う．そのたびに，なんとなく気分が落ち込んでしまい，

自分の目指しているものは人には必要とされていないの

かと悲しくなる．また，私たちは4年生の後期から研究

室に配属されており，臨床系の研究室の学生が病院の診

療や手術の手伝いをしているのを見ると，臨床系は別世

界であると感じたり，なんだか羨ましく思ったりもす

る．

しかし，動物を飼っていない人でもほとんどの人が獣

医師との関わりをもっている．例えば，普段食べている

肉類や乳製品は家畜から作られているので，そこでも大

動物臨床の獣医師が何らかの形でかかわっており，そし

て，製品になった後には獣医師が検査をして安全である

ことを確認してからスーパーなどに出回る．つまり，獣

医師がいないと食べることのできないものが私たちの身

近には多く，獣医師が担っている仕事が私たちの日常生

活を支えていると言っても過言ではない．獣医師は，公

衆衛生の各分野において，人の健康と密接に係わる仕事

にも精力を注ぎ，公衆衛生の向上に寄与している．この

ような分野でも獣医師が活躍しているということをもっ

と多くの人に知ってもらいたいといつも感じている．

月日が経つのはあっという間で，入学してから4年も

経過した．この4年間，様々な授業や実習を受けたが，

一番勉強していて楽しいと思える科目はやはり獣医伝染

病学であった．少し前に起こったSARSの騒動や今年の

4月頃から話題になった新型インフルエンザなどが世の

中に与える影響は大きく，私たちの学年は新型インフル

エンザで学級閉鎖にもなった．このようなことを目の当

たりにして，私は感染症に関わる仕事に携わりたいとい

う気持ちをますます強めた．

動物の感染症は人にうつる可能性があり，産業動物の

感染症は農家の人々や私たちの食卓に影響を与える可能

性がある．さらに，近年，地球の温暖化現象により昔と

環境が変化してきており，今まで発生していなかった地

域で新たに病気が発生するかもしれない．また，人が環

境に適応して進化してきたように，病原体も現在の状況

に合わせてどんどん形を変えて進化してきているはず

で，新たに問題となる感染症が発生するかもしれない．

おそらく，感染症を地球上から撲滅することは不可能で

あり，人類はずっと付き合っていかなければならないも

のだと思う．

現在，獣医伝染病学研究室に所属しており，尊敬でき

る教官や優秀な先輩方に囲まれ，様々な面で学ぶことが

多く，充実した日々を送っている．将来は，国家公務員

の獣医職として動物検疫所で働き，外国から日本へ伝染

性疾病が入ってこないように監視するだけでなく，輸入

される動物や畜産物を介して家畜の伝染性疾病が国内に

侵入することを防ぎ，海外に家畜の伝染性疾病を広げる

ことのない動物や畜産物を輸出することによって，日本

の畜産の振興・発展に寄与していきたいと考えている．

また，輸出入される犬や猫，猿などを介して狂犬病やエ

ボラ出血熱並びにマールブルグ病が伝播しないよう公衆

衛生の向上に携わっていきたいと思っている．そして，

感染症を通じて社会に貢献し，動物や人を救う獣医師に

なることが私の夢である．
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